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総
会
の
報
告 

 
 

総
務
部
よ
り 

５
月
13
日
（
土
）
15
時
30
分
か
ら 

杉
田
地
区
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て 

会
長
・
副
会
長
・

各
役
員
10
名
の
出
席
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

出
席
人
数
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
議
長
選
出
で
は

高
橋
会
長
が
議
長
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
記
録
は
広
報
が
行
い
ま
し
た
。 

 

 

令
和
４
年
度 

各
部
の
活
動
報
告 

 

①
総
務
部 

「
友
の
会
だ
よ
り
」
の
発
送 

〇
池
見
部
長
が
体
調
不
良
の
た
め
高
橋
光
男
が 

代
行
し
ま
し
た
。 

②
事
業
部 

「
作
品
展
」
の
報
告
（
参
照 

第
184
号
） 

③
専
修
部 

「
秋
期
焼
成
会
」
の
報
告
（
第
183
号
） 

④
広
報
部 

「
友
の
会
だ
よ
り
」
３
回
発
行 

〇
点
検
を
会
長
・
副
会
長
・
部
長
に
お
願
い
し
ま
し
た
。 

⑤
会
計
部 

令
和
４
年
度
の
決
算
・
監
査
報
告 

〇
年
度
末
の
役
員
会
（
２
／
19
）
の
出
席
者
全
員 

 
 

で
監
査
を
行
い
後
日
、
吉
村
さ
ん
の
監
査
印
を 

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

令
和
５
年
度 

各
部
の
活
動
予
定 

 

①
事
業
部 

「
第
44
回
作
品
展
」
の
会
場 

 

〇
７
月
に
「
か
な
っ
く
ホ
ー
ル
」
を
申
し
込
む 

 

☆
特
設
コ
ー
ナ
ー
課
題
「
ど
ん
ぶ
り
」
で
す 

②
専
修
部 

秋
期
焼
成
会
（
詳
細
は
次
号
会
報
） 

 

〇
今
年
は
井
上
部
長
の
窯
で
行
う
予
定
で
す 

③
広
報
部 

年
３
回
「
友
の
会
た
よ
り
」
発
行 

④
会
計
部 

令
和
５
年
度
予
算
（
別
紙
参
照
） 

⑤
総
務
部
「
友
の
会
た
よ
り
」
の
発
送
・
名
簿
作
成 

 

《 

質
疑
応
答 

》 

・
会
員
数
の
減
少
に
伴
い
今
後
の
会
の
在
り
方 

・
今
後
を
見
据
え
た
予
算
の
在
り
方 

・「
作
品
展
」
の
出
展
料
に
つ
い
て 

・
繰
越
金
残
高
の
使
用
に
つ
い
て 

・
会
計
の
簡
素
化
に
つ
い
て 

・「
総
会
」
の
議
事
進
行
に
つ
い
て 

な
ど
、
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

  

《 

そ
の
他 

》 

①
役
員
の
退
任
と
補
充
に
つ
い
て 

 
 

会
長 

 

・
高
橋
光
男
（
退
任
）→

鍋
島
弘
義
（
新
任
） 

 
 

 

総
務
部
長 

 

・
池
見
千
枝
子
（
退
任
）→

高
橋
光
男
（
新
任
） 

 

事
業
部
長 

 

・
鍋
島
弘
義
（
退
任
）→

吉
川 

勝
（
新
任
） 

 
 

 

会
計
監
査 

 

・
吉
村
希
世
子
（
退
任
） 

・
そ
の
他
の
役
員
は
継
続 

 
 

 

退
会
役
員 

 

（
総
務
部
）
池
見
千
枝
子 

高
橋
尚
子 

（
事
業
部
）
徳
植
美
和
枝 

窪
田
由
紀
子 

②
友
の
会
「
組
織
表
」
の
変
更
に
つ
い
て 

・
名
誉
顧
問
の
名
称
を
表
か
ら
除
外
す
る
。 

・
会
計
監
査
は
置
か
ず
年
度
最
後
の
役
員
会
出
席
者

全
員
で
監
査
を
行
う
。 

・
活
動
す
る
部
を
「
総
務
部
」「
事
業
部
」「
専
修
部
」

の
三
つ
に
し
、
活
動
で
応
援
が
欲
し
い
時
に
は
動

け
る
人
が
入
る
。 

・
総
務
部
は
会
の
「
総
ま
と
め
」
を
行
う
。 

 

会
長
・
副
会
長
・
会
計
・
広
報
（
HP
含
む
）
も 

こ
こ
に
所
属
す
る
。 

 

   

③
そ
の
他 

・「
質
疑
応
答
」
で
出
て
き
た
問
題
に
つ
い
て
は
、 

「
役
員
会
」
の
中
で
話
し
合
い
な
が
ら
進
め
て
い
く
。 

以
上
、
議
題
は
拍
手
を
持
っ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

    

顧問 

客員 

会長 

副会長 

総務部 

事業部 

専修部 

第１６９号 

平成２９年 

11 月 1 日発行 

第１８５号 

令和５年 

５月 26 日発行 

新組織表 

 

次
回
「
役
員
会
」
の
予
定 

 
 

 

７
月
22
日
（
土
） 

15
時
～ 
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「
会
長
退
任
あ
い
さ
つ
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
橋 

光
男 

去
る
５
月
13
日
の
定
例
総
会 

を
持
ち
ま
し
て
、
会
長
を
退
任 

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

平
成
25
年
５
月
か
ら
会
員 

皆
様
方
の
お
力
添
え
を
頂
き 

な
が
ら
『
作
陶
活
動
を
通
じ
て
会
員
の
親
睦
と
併
せ
、

生
涯
活
動
の
一
環
と
し
て
、
陶
芸
の
鑑
賞
や
研
究
に

つ
い
て
便
宜
を
図
る
こ
と
』
を
目
的
と
し
た
諸
先
輩

が
築
き
上
げ
て
こ
ら
れ
た
「
横
浜
陶
芸
友
の
会
」
の

活
動
を
維
持
、
発
展
の
一
助
と
な
れ
ば
と
の
思
い
で

何
と
か
務
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

予
想
だ
に
で
き
な
か
っ
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
」
の
影

響
は
計
り
知
れ
ず
、
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
、
及
び
イ
ベ

ン
ト
開
催
形
態
制
約
等
の
憂
き
目
に
あ
い
な
が
ら
も
、

解
除
後
に
は
会
員
皆
様
の
協
力
に
よ
り
イ
ベ
ン
ト
の

再
開
で
き
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
後
は
総
務
部
で
活
動
い
た
し
ま
す
の
で
、 

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

        

「
横
浜
陶
芸
友
の
会
」
会
長
と
し
て 

 
 

鍋
島 

弘
義 

こ
の
度
、
総
会
で
選
出
さ
れ
た 

鍋
島
弘
義
で
す
。 

陶
芸
と
の
出
会
い
は
私
が 

養
護
学
校
に
赴
任
し
た
時
、
松
崎 

さ
ん
か
ら
本
牧
の
高
木
先
生
の 

陶
芸
教
室
を
紹
介
さ
れ
、
半
年
「
手
捻
り
コ
ー
ス
」、

次
の
年
「
ろ
く
ろ
コ
ー
ス
」
一
年
間
、
清
水
さ
ん
と

通
っ
た
時
か
ら
で
す
。 

そ
の
当
時
は
卒
業
す
る
と
自
動
的
に
「
友
の
会
」

に
入
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

「
友
の
会
」
で
は
事
業
部
に
所
属
し
「
窯
場
見
学
会
」

や
「
作
品
展
」「
日
野
の
野
焼
き
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

で
職
種
の
違
う
方
々
と
た
く
さ
ん
知
り
合
う
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。 

と
て
も
楽
し
く
過
ご
し
て
き
ま
し
た
が
、
振
り
返

る
と
回
り
に
は
昔
の
事
を
知
る
人
が
殆
ど
い
な
く
な

り
、
最
盛
期
に
は
300
人
か
ら
い
た
会
員
も
30
人
足

ら
ず
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
こ
の
会
の
行
く
末
を

最
後
ま
で
見
届
け
る
の
も
、
残
っ
た
者
の
務
め
か

な
？
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。 

陶
芸
の
作
る
楽
し
み
見
る
楽
し
み
を
愛
す
る
会
員

が
い
る
限
り
、
ま
た
、
自
分
の
体
力
の
あ
る
限
り
、

微
力
な
が
ら
頑
張
り
ま
す
。 

会
長
を
受
け
た
以
上
は
自
分
も
楽
し
め
る
よ
う
、

皆
様
と
知
恵
を
出
し
合
い
陶
芸
談
義
が
日
々
で
き
る

よ
う
こ
の
会
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

「
秋
期
焼
成
会
予
定
」 

 
 

専
修
部 

コ
ロ
ナ
も
一
段
落
し
日
常
の
生
活
を
取
り
戻
し
つ

つ
あ
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で

す
か
？
今
や
年
に
一
度
の
焼
成
会
も
残
念
な
が
ら

年
々
参
加
者
が
減
少
し
て
い
ま
す
。 

昨
年
は
参
加
者
９
名
、
作
品
重
量
12
㎏
程
で
し
た
。

大
き
な
技
能
文
化
会
館
の
窯
は
必
要
な
く
な
り
、 

経
費
削
減
・
省
力
化
の
考
え
で
、 

今
年
は
専
修
部
長 

井
上
宅
の
ガ
ス
窯 

に
て 

焼
成
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

  

釉
薬
は 

 

①
唐
津
ワ
ラ
白 

 

②
ト
ル
コ
マ
ッ
ト 

 

③
そ
ば
釉 

 

④
青
織
部 

 

⑤
飴
釉 

⑥
斑
唐
津 

 

⑦
黄
瀬
戸 

 

⑧
黒
天
目 

 

⑨
朱
赤 

 
 

⑩
ル
リ
マ
ッ
ト 

⑪
オ
リ
ジ
ナ
ル
ラ
ス
タ
ー
釉 

 

⑫
青
白
交
趾 

 

⑬
織
部 

 

⑭
木
灰
透
明 

 

⑮
ヒ
ワ
貫
入 

そ
し
て
専
修
部
在
庫
の
10
種
類
の
釉
薬
を
加
え 

25
種
類
以
上
の
釉
薬
が
体
験
で
き
ま
す
。 

 

会
場
が
狭
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
不
便
を
お
掛
け

す
る
と
は
思
い
ま
す
が
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。 

 

詳
細
に
つ
い
て
は
次
号
に
て
お
知
ら
せ
致
し
ま
す

が 

９
月
３
日
受
付 

を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

 

第 43回「作品展」 

会長出展作品の「テーマ」 
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「
事
業
部
よ
り
」 

 
令
和
５
年
度
よ
り
、
事
業
部
部
長
が 

「
鍋
島
弘
義
」か
ら
「
吉
川 

勝
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。 

  

「
第
44
回
作
品
展
」
の
お
知
ら
せ
で
す
。 

 

会
場
の
決
定
は
、次
回
の
会
報
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。 

 

会
場
予
定 

 

 

「
か
な
っ
く
ホ
ー
ル
」
３
階 

 

・
７
月
の
抽
選
会
で
決
定
し
ま
す
。 

 

期
日
予
定 

 

 

・
令
和
６
年
１
月 

 

・
火
曜
日
か
ら
日
曜
日
（
６
日
間
） 

 

特
設
コ
ー
ナ
ー
課
題 

 

 

「
ど
ん
ぶ
り
」
で
す
。 

 

大
小
問
わ
ず
、
過
去
の
作
品
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

自
慢
の
一
品
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

 

特
設
コ
ー
ナ
ー
に
展
示
し
ま
す
。 

 

出
展
料
の
変
更 

 

「
作
品
展
」
の
反
省
の
中
で
「
出
展
料
」
に
つ
い
て

の
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

今
ま
で
は
一
区
画
30
㎝
で
２
千
円 

 

 

今
年
度 

一
区
画
90
㎝
で
５
千
円 

に
変
更 

・
大
半
の
方
が 

３
区
画
を
希
望
し
て
い
る
。 

・
そ
の
方
た
ち
は
、
実
質
千
円
の
値
下
げ
。 

・
し
か
し
、
２
区
画
の
方
に
は
千
円
の
値
上
げ
。 

・
一
区
画
90
㎝ 

は
机
半
分
の
ス
ペ
ー
ス
で 

会
場
全
体
で
ゆ
っ
た
り
展
示
が
で
き
る
。 

・
赤
字
の
負
担
は
繰
越
金
か
ら
出
す
。 

な
ど
の
意
見
の
末
、
こ
の
金
額
に
な
り
ま
し
た
。 

                              

「
43
回
の
作
品
」 

松
崎
紀
一 

                             

第 43回【 専修部 焼成コーナー 】 

織部釉 黄瀬戸釉＋タンパン 

OP釉 

OP釉とは 

オパール釉に井上

さんオリジナルの

P 釉を 2 割混ぜ合

わせた釉薬 

「シーサー」 ： 残りかす混成土（赤津、信楽、越前など）  
釉薬は：弁柄で下塗りした上に黄瀬戸釉 電気窯の還元焼成 

（作者の呟き）：今まで狛犬を作ってきましたが、いつしか 70歳を過ぎ、シーサーを意識して作品作り
に挑戦しました。もともと私の狛犬は、沖縄のシーサーが原点にあるので作っている時は楽しかった
です。 

横から見たシーサー 正面から見たシーサー 
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「
第
43
回
の
作
品
」 

鈴
木 

和
子 

                             

                              

「
第
43
回
の
作
品
」 

吉
川 

勝 

・
テ
ー
マ
は
「
至
福
の
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム…

」
を 

 

で
き
る
か
で
き
な
い
か
は
別
に
し
て
一
年
に
一
個
は

今
ま
で
と
違
う
も
の
を
出
そ
う
と
思
っ
て
や
っ
て
い

ま
す
。
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
を
見
て
い
て 

「
こ
れ
面
白
い
じ
ゃ

ん
」
と
、
思
っ
た
の
で
作
っ
て
み
ま
し
た
。 

 

こ
の
作
品
は
、
や
は
り
脚
を
作
る
過
程
に
一
番 

時
間
を
費
や
し
ま
し
た
。 

 

10
個
作
っ
て
３
個
し
か
、
作
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

                    

①「扁壺金継ぎ」   信楽荒目 穴窯焼成 自然釉 

②「花器」 備前 穴窯焼成 自然釉 

③「角皿」 御影白 電気窯  

④「手付片口鉢」 信楽赤 穴窯焼成 自然釉 

⑤「ぐい吞み」（5個）  信楽赤 穴窯焼成 自然釉 

①「扁壺金継ぎ」の絵は、「トラフグ」です。 

「おいしく見せよう。と言う食べる意欲だけで作りました。」

とのお話でした。 

ちょうど背中の所が白くなったのはチョット荒い土を被せた

所にうまく灰が掛かったそうです。他にもビードロや紫（ピ

ンク）も出て色目も良くきれいな作品になりました。 

②「花器」は、備前の土

で境目まで灰に埋もれ

ていました。 

③「角皿」は、専修部で焼いた物

で、「青白交趾釉薬」を掛けたも

のです。下に弁柄を少し塗ってあ

ります。ビードロもきれいで品の

良い色に出来上がりました。 

④⑤は、私の大好きなお酒を入れるセットです。片口の

お酒がまわらないための口の作りは、何個も作っている

内に、なんとなく作れるようになります。 

このぐい吞みには窯から何か落ちてビードロになった。

これは面白いなあ。と、思っています。 

糠白釉 ： 某作家さんの作品を YouTubeで見つけ作ってみました。 
・粘土が柔らかいうちに削るので 工具に力を入れすぎると変形してしまう。 
・外側が傾斜しているので寸法取りを誤ると奥底近くで破けてしまう。 
・脚部の薄いものは焼成時に変形してしまったので一部を逆さまにして 
焼いてみました。 苦労の多い試行錯誤の作品となりました。 

三つ足コブレット 
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吉
川 

勝
（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
の
続
き
） 

テ
ー
マ
は
「
至
福
の
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム…

」
を 

                 

       
 

      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

      

【
編
集
後
記
】 

 

今
回
の「
総
会
」で
役
員
の
変
更
が
あ
り
ま
し
た
。 

会
長
が
高
橋
光
男
さ
ん
か
ら
鍋
島
弘
義
に
。 

総
務
部
長
が
池
見
千
枝
子
さ
ん
か
ら
高
橋
光
男
さ
ん
に
。 

事
業
部
長
が
鍋
島
弘
義
か
ら
吉
川
勝
さ
ん
に
。 

会
計
監
査
も
最
後
の
役
員
会
で
行
う
こ
と
に
。 

そ
し
て
活
動
も
総
務
・
専
修
・
事
業
の
三
部
門
に
。 

総
務
が
会
の
「
総
ま
と
め
」
に
な
り
ま
し
た
。 

会
員
数
減
少
に
伴
い
、
み
ん
な
で
出
来
な
い
所
は 

カ
バ
ー
仕
合
な
が
ら
や
る
し
か
な
い
で
す
ね
。 

わ
た
し
も
、
微
力
な
が
ら
、
広
報
・
事
業
部
と 

 

三
足
の
草
鞋
を
履
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 ・
ま
た
、
会
員
の
高
齢
化
も
進
み
、
体
の
あ
ち
こ
ち

の
具
合
が
悪
い
。
と
の
話
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。 

 

健
康
に
留
意
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
趣
味
の 

「
陶
芸
」
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鍋
島
弘
義 
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